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1989～90年度RI会長ヒューMアーチャー

No.15

第357回例会平成元年10月24日（火） 晴
へ

◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会貝 61(60）名 出席48名

出席率 80％

伽回 10月17日（修正出席率）98.33％

◇ビジター紹介

名古屋守山liC小渕連名古屋第二分区代

理

彦根RC小川良紘君他5名

◇お誕生日祝福

召郷夫人（10/26）

◇ニコボックス

名古屋第二分区代理小渕連君

名古屋第二分区代理付委員徳永和人君

貴クラブを訪問させていただきましたので。

黒須一夫君、成田良治君永井正義君

大口弘和君鷲野義明君西村禎二君

小渕連名古屋第二分区代理をお迎えして。

杉山貞男君ヒューM. アーチャーRI

会長とシカゴでお会い致しました。

水野民也君日本ボウリング場協会の全国

大会が大|攻で磯大に行われました。

当社の選手が個人優勝と準優勝しましたうれ

しみ。

小坂井盛雄君本日ヤマハマリーナ浜名湖

の取締役支配人、贋江氏に卓話をお願い致し

ましたので。

吾郷正夫君夫人誕生日祝い。

鈴木正男君結婚記念日祝い。

◇大口幹事報告

1． 本日例会終了後、クラブアセンブリーを

開朧いたしますので、理串役員、各委員長

の方は芙蓉の間にお集まり下さい。

2． 次回例会終了後、理事役員会を開催いた

しますので、理事役員の方はお残り下さい。

◇バナー紹介

OneRot&,ryCenter,Evans(,on(RI)

杉山貞男君

先月、息子がシカゴの会社で働いています

ので訪れた際に、本部へ行ってまいりました。

全く偶然にヒューモリスアーチャーRI

会長がいらっしやり15～20分お会いしました。

ルl会長で女性会員をみかけた事や、ニコボッ

クスは1ドルで各テーブルから集めた事など

には脳きました｡．

◇黒須会長挨拶

本日は小渕分区代理をお迎えして例会を開

催できる蝋を大変うれしく思っています。先

生は弁謹士をなさっておられ、また守山.RC

の会長も歴任されました。本日は午前11時30

分より会長・幹鞭懇談会を行い、正副会長、

会長エレクト、正副幹事と共に御指導を賜り

ました。これからお話をしていただきますの

でどうぞよろしくお駁いいたします。

◇小渕名古屋第二分区代理挨拶
‐畠

本日は例年通りの事ですが、ガバナー公式

訪問の前に各クラブの例会におじゃまをして

会長・幹串懇談会、例会、クラブアセンブリ

ーの様子をガバナーに報告する役目でやって

まいりました。

今年は報告事項が多く、詳しい報告書を提
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出する噸になっておりますが、そのかわりガ

バナーと共に公式訪問にまいるという頭はご

ざいません。どういう訳かガバナー公式訪問

と分区代理公式訪問が2度あるという'噂を耳

にしましたが、そのような事はございません。

分区代理はガバナーが公式訪問をされる前

に下準備をし、報告するためにまいったので

ございます。

ロータリークラブは一つの組織体、奉仕剛

体であるといえましょう。その目的を達する

ために知り合いを広め、自分の職業の道徳的

水準を商める事に心がけ、また奉仕の緒神を
大いにI断揚してそれを世界に及ぼし、やがて

は世界の平和に貢献するというのが、公式的

なロータリーの理念でございましょう。

しかし、朝から晩まで奉仕奉仕と言ってい

てもしょうがないので、やはり和やかに楽し

くしなければいけないのでは、と私はかねが

ね思っております。親睦は非常に大事で、内

部において本当の和合があり、親睦がありま

せんと-'一分な奉仕活動もできないであろうと

思っている訳でございます。

はからずも今年はq,EnjoyRotary ! "が
テーマで、 “ロータリーを楽しもう ！”と単

純に考えてよいかは疑問ですが、私が多年思

っていた』#｝と一致する訳で大変喜んでいる次

第であります。

これをもちましてご挨拶とさせていただき

ます。ありがとうございました。

◇識演

“マリン業界の現場から見た顧客と

マリンライフの変遷と将来展望についで’

㈱ヤマハマリーナ浜名湖取締役支配人
L， そしるろう

廣江五十七郎氏

（紹介小坂井君）

況はアメリカが風邪を引けば日本は肺炎にな

ると言われておりました。いささか手前ミソ

ですが今日ヤマハがおかげさまでトップシェ

アをもつトップメーカーとしてマリンブーム

の中で評価いただいておりますのも、やはり

29年の歴史と伝統に基ずいたノウハウの蓄積

があったからだと思いますし、当時、生産に

踏み切った経営l､ツプに頭が上がらないわけ

であります。しかしながら当時の日本の状況

から考えますとずい分苦労が多かったと思い

ます。私がヤマハ発動機に入社しましたのは

昭和46年でした。ヤマハがボート生産を開始し

て早11年目でした。当時はマイカー時代でし

たから車は別段めずらしいものではなかった

のですがポートについては、そんなものがあ

ることすら知らない人があった時代ですし、

「ゼイタク」な物と言う認識が一般的でした。

私は入社後直ちに京都にありました大洋自動

車に出向し、ボ．－トとヨットの砲売を始めま

した。東京、大阪に比して京都は未だ未だ田

舎でしたので、販売にはそれなりの苦労はあ

りましたが、市場を創っている喜こびがあり

ました。元々ボートの市場はなかったので、

市場そのものを創る為に各種の滞要劒造活動

を行いました。ヨットスクールやボートの免

許教室、そしてレースの連営など迩粥の販売

活動にはぱい活動をしておりました。土・日

は先生、月曜からは生徒さんを訪問して買っ

ていただくと言ったパターンでした。さて、

当時のお客さんですが、やはりお医者さんが

多かったものです。次には土木建築業の社長

さんも多かったと思います。共通しているこ

とは、ゴルフや車には「アキ」た人が多かっ

たことです。戦後26年目の日本の経済力のス

ピードの早さに威かされたものです。今で言

うベンチャー企業の社長さんも見られました。

小さなディンギーヨット（キャビンのないヨ

ット）ではエリートサラリーマンが目立った

ものです。当時のお客さんは、お医者さんや

儲けられた中小企業の経営者、そしてエリー

トサラリーマン（ただしデインギーヨッI､で

￥398,000.-）が中心と首うことにばります。

さて当時のお客さんがどんな遊びをされてい

たかですが、ボートでは水上スキーをしたり、

クルージングをしたりと言った所ですし、ヨ

ットではレースとクルージングでした。ボー

トの場合は休日が少ない時代でしたからいわ

ゆるリゾートっぽい遊びと言うのはほとんど

なかったものです。せっかちな遊びが主体で

した。又、当時のポートは小型でしたから、

波の高い海ではとっても浩ら濁いて乗ってい

られるものではなかったのです。即から物理

的に乗れないことも多かったものです。

ヨットの場合は風まかせで時間を要する遊

びですから夜を徹して遊ぶ人も多かったもの

へ
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ヤマハがボートの生産を始めましたのは昭

和35年でした。戦後15年、当時のことを想い

出しますとよくアメリカ映画を見に行きまし

た。そして映画の中の物質文明のスゴさにあ

こがれたものでした。当時はマイカー時代の

入口でしたがとても自分が所有出来るものと

は思えません。ましてやボートなど考えも及

びませんでした。そんな時代にヤマハはポー

トの生産を始めたわけです。当時の日本の状
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です。しかしながら仕事の都合で来れなくな

った人も多く（時間が取れない為に）やはり

休日の少なさが目立状況であったことには変

りはありませんでした。当時のお客さんです

が、 もう一つの特徴と言えばお医者さんは別

ですし、サラリーマンのお客さんも別ですが、

倒産や経営悪化でポートから去った方が多か

ったことが思い出されます。強烈な時間だっ

たのです、当時は。ですから販売側も大変で
した。債権保全が大変でした。ローンもあり

ましたが販売側の代位弁済契約でしたから不

安があったわけです。もう一つ想い出しまし

た。ファミリーでの遊びは多くなかったもの

です（ヨットはファミリーが多かった）。い

わゆる…･…とご－諸と言うのも多く見かけた

ものです。当時は家族対策、家庭サービスは

一般的ではなかったのでしょう。いずれにし

ても刺激の強いレジャーだったと思います。

その後オイルショックによってボートは苦難

の道に入りました。反対にヨットは省エネム

ードの中で急伸長しました。オイルショック

後はボートの遊びに釣が入って来ました。ボ

ート釣りによりボートは全国的な拡がりを見

せました。都会人だけのものではなくなった

のです。釣ボートはシンプルな構造ですので

長さの割りは割安ですから地方の方にとって

コストパーヴォーマンスの高い遊び道具とな

ったのです。さて、今日のボー|､、ヨットの

世界ですが、まず時代の背景ですが、ご存知

の通り豊かになりました。今日に於いてもオ

ーナーさんの主流は企業主の方です。それも

中小企業のオーナーさんが主体です。お医者

さんは少なくなりました。時代の流れを感じ

ます。ボート業界から見ておりますと個人の

高額消費の姿がよくわかりますが、一言で言

いますと「事業家が力強くなられた」と言う

ことになります。銀行貸入れ、長期の支払、

手形の時代から脱却されているのがよくわか

ります。遊びも変って来ました。昔は小さな

艇が主流でしたが、今では50フィート(15"')

の艇も目立つ様になり、お客さんは遊び方に

よって艇を選ばれる様になりました。遊びは

バラエティーに富む様になりました。クルー

ジングや釣、水上スキー、 日なたぼっこ、 レ

ース等々、それぞれ個性的に遊ばれておりま

す。福利厚生施設として使用されている例は

多く、従業員の方々が楽しんでおられるのも

よく目にいたします。大手企業の都会サラリ

ーマンですとまずボートに乗る機会は少ない

と思います。しかしながら中小企業、力強い

中小企業のサラリーマンの方々はボートで遊

んでおられる。すばらしいことだと思います。

休日も昔に比してずい分多くなりました。東

京や大阪では週休二日が急スピードで進渉し

ています。昔なら日曜集中していたマリンレ

ジャーも今では土曜が多くなり日曜は家庭サ

ービスやその他に使用されることも多くなっ

て来ました。 休日とマリンレジャーには大

きな相関関係があることは明白です。休日の

多さはマリンレジャーの積極的な条件の一つ

であります。今や日本は世界一の金持と言わ

れております。車、ゴルフ、海外旅行とほと

んど総べてのレジャー分野で世界の水準に達
し、あるいは超えております。しかしながら

マリンレジャーの世界では残念ながら世界の

水準に達しておりません。まだまだマリンレ

ジャーを楽しむ人が少ないのです。たぶんマ

リンレジャー人口が欧米並みになった時、本

当に一流国になったと言えるのかもしれませ

ん。ただあまり心配はない様です。数年前か

ら始まったマリンブームは滞まる所を知りま

せん。一度火が付くと急速に拡がるのが日本

です。本日この場にいらっしゃる皆様にぜひ

お願いしたいと思います。マリンの世界に来

ていただきたいのです。マリンの世界はとっ

ても自由です。道路はありません。一定のル

ールを守ればどこへでも行けます。名古屋か

らであれば紀伊半島をぐるりと廻って大阪ま

で、ほんの10時間です。晴天の日もよいもの

ですが曇天の時計器を頼りに操船し、目的に

着く。すごくロマンチックな世界です。又、

何もしないで日なたぼっこも楽しいものです。

皆様方は各界で人一倍ご努力をされている方

にちがいありません。そう言う方にこそマリ

ンの世界は最適なのです。厳しいビジネスの

世界、そしてくつろぎのマリンの空間。これ

こそがビジネスエリートへの勲章だと思いま

す。マリンの世界は高額な物に価値があるの

ではありません。目的に応じたマテリアルを

選ぶことに価値があります。海は道路と異な

り波あり、風ありですから大きな艇でないと

行けない所もあります。しかし小さな艇でな

いと近付けない所もあります。要は目的によ

って大きな艇は無価値のこともあるわけです。

この所が車とは大きく異なる所です。

本日お声を掛けて下さいました英和オーエ

ー㈱の小坂井社長もすばらしい海の男でいら

っしゃいます。ビジネスにそしてすばらしい

余暇に、ご活躍の姿は実に若々しく、私共の

マリーナでも評判の方であります。

皆様に於かれましてもぜひマリンの世界

にお越しいただきたいと思っております。

本日はマリンについてお話させていただく

機会を与えていただきまことに有難うござい
ました。

今後共にマリンの普及に遇進させていただ

く所存でございますので宣しくお願い申し上

げます。

へ

へ
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例会終了後は、クラブアセンブリーが開催

され、理事役員、各委員長、またクラブアセ

ンブリーにはじめて出席された8名の新入会

員をまじえ、分区代理のご指導のもとに、活

発な討論がくりひろげられ、非常に和やかな

雰囲気のうちに終了しました。

－会長・幹事懇談会
11：30～12:30 葵の間

:坪.笠子 砂
, L－ f ．.‐ 虎､

r・ 駈忠 ﾛ
, L

P h

，､塞ぎ:..’
』 丸

一”弘令rﾛ

.‘･乱武.K1，略.守．

、

分区代理と正副会長、会長エレクト、正副

幹事による懇談会が例会前に行われ、分区代

理のご指導を賜りました。

クラブアセンブリー－

13:30～15:00芙蓉の間 へ

◇次回例会（10月31日）

クラブフォーラム（米山、 ロータリー財団委

員報告）

◇次々回例会（11月7日）

講演 “鉄筋コンクリート構造物の寿命”

三重大学工学部教授

谷川恭雄氏 （紹介吾郷君）
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（ ） ：中途入会者の実質出席率
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